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この度は、株式会社アルシステム電気式床暖房システム「ルーチェ・ボード」をご利用いただき、厚くお礼申し上げます。
施工前にはこの説明書をよくお読みいただき、安全に正しく施工されるようにお願いいたします。
なお、お気づきの点、ご不明な点がございましたら、ご遠慮なく弊社までお問い合わせください。
※本製品は、BL（ベターリビング）認定商品です。
・部品及び施工の瑕疵並びにその瑕疵に起因する損害に係る優良住宅部品瑕疵担保責任保険・損害賠償責任保険が付されています。
・施工説明書で示された施工方法を逸脱しない方法で施工を行ったものは、被保険者として、施工に関する瑕疵担保責任及び
   施工の瑕疵に起因する損害賠償責任を負う際には保険金の請求を出来ます。（保険の対象となる期間：5年）

株式会社アルシステム
https://www.irsystem.co.jp

大阪本社︓〒532-0003　大阪府大阪市淀川区宮原 4-2-10　PMO EX 新大阪 210 号

 TEL︓06-7712-4335　FAX︓06-7657-9778

東京支店︓〒105-0001 東京都港区虎ノ門 1-3-1　東京虎ノ門グローバルスクエア 5F  525 号室

 TEL︓03-6772-8550　FAX︓03-6880-4318

E-mail︓sales@irsystem.co.jp





→６参照、コントローラへの接続

→７-７絶縁抵抗値の測定（500Ⅴで測定）
　　※10MΩ以上であることをご確認ください。

→７-４コントローラの設置準備
　７-５床暖房パネルの施工
　７-６電源ケーブルおよびパネル間のコネクター接続
　　※差込が十分されているかご確認ください。

→７-３床下地の施工

梱包を開いたら、数量、同梱材に不足および損傷等の問題がないか確認してくださ
い。不具合があった場合はそのままご使用にならず販売店にご連絡ください。

●床暖房パネルの敷設および施工
●壁内の配線・結線ならびにコントローラの取付け

大工・工務店
電気工事店（点線内）

→７-７絶縁抵抗値の測定（500Ⅴで測定）
　　※１０MΩ以上であることを確認してください。

→７－８参照。施工終了後の試運転









床暖房パネルの総電流がコントローラの定格電流（15A）以下の場合、床暖房パネルを 1回路にまとめることができます。
総電流の計算は突入電流（200V）をご使用ください。
　■コントローラは A面と B面の 2回路制御が可能です。
　■接続できる床暖房パネルはコントローラの定格電流と、ブレーカーの定格電流の 2つから制限されます。
　　①コントローラの A面回路と B面回路の最大負荷電流はそれぞれ突入電流の合計が 15A 以下としてください。
　　②1電源で A面、B面を使用する場合、ブレーカーの定格電流が 20A ですから、A面と B面の突入電流の合計を
　　　20A 以下としてください。

例：コントローラ 1回路で制御できる床暖房パネルの組み合わせ

床暖房パネルの組み合わせ 突入電流の計算
BE2L03×5枚 2.87×5＝14.4
BE2L03×4枚＋BE2M03×4枚 2.87×4＋1.33×4＝16.8（8.4×2 回路）
BE2L03×3枚＋BE2M03×6枚 2.87×3＋1.33×6＝16.8（8.4×2 回路）
BE2M03×12 枚 1.33×12＝16.0（8.0×2 回路）

1

床暖房パネルの電源ケーブルは、キャプタイヤコードです。
コントローラの端子はスクリューレス端子となっています。
キャプタイヤコードはより線のため、棒端子か VVF を圧着して、
ヒーター端子台の奥まで確実に差し込んでください。
A面・B面ともに使用する場合は、ヒーター 1およびヒーター 2に
それぞれ接続してください。

一次電源は、電源用端子台に奥まで確実に差し込んでください。
床暖房パネルは 200V 仕様です。100V の接続はできません。



●合板下地、床材仕上げの場合



※床暖房パネルは電気製品です。
　枠内以外の場所には、発熱シートの
　電極および電線等の配線部があります。
　緑枠以外の部分には「釘打ち」「ビス止め」を
　しないでください。

※誤って釘打ちライン ( 緑 ) 以外に穴をあけて
　しまった場合、必ず床暖房パネルを交換して
　ください。

※図の釘打ち部は目安です。フローリングの
　釘打ち位置より上下させてください。

※必ずビス頭が出ないように施工してください。

※フローリング方向は床暖房パネルと直交して
　ください。

例：BE2M01(908×301×12mm)

※床暖房上面は全面接着剤塗布できます。







床暖房パネル施工後及び床仕上げ材施工後、コントローラへの取付け前に、コントローラの壁の開口部にて、床暖房
パネルの絶縁抵抗値の測定を行ってください。万が一、床暖房パネルに異常があった場合、再施工となります。

電源ケーブルの黒または白を絶縁抵抗計（500V）のラインプローブへ、
アース線を絶縁抵抗計のアースプローブに接続して測定します。
絶縁抵抗値の合板基準値は 10MΩ以上であること。
なお、製品のアース線は対地と接続した後に測定してください。

全ての施工終了後、問題がないことを確認した後に分電盤のブレーカーをＯＮにしてコントローラに通電します。

HK１　１回路用 HK２　２回路用

「運転／停止」
スイッチ

「設定」
スイッチ

● 現在時刻を設定します。「設定」スイッチを３秒以上押すと時刻設定モードになり、時計の数値表示が点滅します。
　　　 「▲」スイッチを１回押すと１分加算し、押し続けると高速で加算します。
　　　 「▼」スイッチを１回押すと１分減算し、押し続けると高速で減算します。
●「運転／停止」スイッチを押します。「運転／停止」スイッチの上のＬＥＤが赤色に点灯し、運転が開始されます。
● 温度設定を行います。「設定」スイッチを押すと温度設定モードになりますので、「▲」スイッチを押して最高温度

。すまし定設に）ルベレ７（
● 通電開始後２０～３０分で床表面が暖かくなることを確認して下さい。



現象 原因 対策

電源が入らない
何も表示されない

漏電ブレーカーが
作動する

タイマ運転ができない

タイマ運転が異常

運転しても
床暖房パネルが
暖まらない

ブレーカーが切ってある

停電している

コントローラに 200V が印加されていない

ブレーカーをONにしてください

停電の回復後にもう一度確認してください

200V の電源線がコントローラに差し込んであるか
確認してください

100V が印加されている

床暖房パネルに釘が打たれている

電源線やパネル間のコネクター接続に
誤りがある

電圧が 200V 印加されているか確認してください

ブレーカーをOFF にし、床暖房パネルを交換してください

電源線とアース線が接続されていないか確認してください

タイマの時刻が設定されていない

タイマの設定が間違っている

時刻の設定が間違っている

取扱説明書に従ってタイマの設定を行ってください

取扱説明書に従ってタイマの設定をもう一度ご確認ください

取扱説明書に従って時刻の設定を行ってください

運転直後である

設定温度が低い

床暖房パネルがコントローラに接続されて
いない

運転開始後 20 ～ 30 分後にもう一度確認してください

取扱説明書に従って設定しなおしてください

床暖房パネルの電源線が、コントローラ発熱体端子に
接続されているか確認してください

床暖房パネル間のコネクターが接続されて
いない

100V が印加されている

修理について
コントローラ、床暖房パネルのパーツは、生産中止後も 10 年間は保有しております。
保証期間を過ぎた場合でも有料にて修理いたします。お買い上げ店、又は製造元にご相談ください。

床暖房パネル間のコネクターを正しく接続してください

電圧が 200V 印加されているか確認してください

本冊子に掲載されている情報、データ等の著作権は当社に帰属します。無断転載はお断りいたします。　　Rev.5.2


